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第三章 散らし書き

一、散らし書きの諸様式

本章では女筆手本に特有の「散らし書き」や書簡用語について考えてみたい。

まずは「散らし書き」の定義である。例えば、既存の辞典では次のように説明されている。

①和歌や仮名消息などの書法の一種。紙面構成の一法として、文字を散らして布置するわが国独自の書き方。

（ 日本大百科全書 ）『 』（1）

②和歌や手紙などの仮名文字を書く場合に、各行に高低の変化をつけ、文字を散らして布置する書き方 （ 日。『

本書道辞典 ）（2）』

③行の高さ 長さ及び行間の幅にいろいろな変化のある書き方 散らし書きは仮名の独得の書き方である 古、 、 。（『

筆大辞典 ）（3）』

そしてこれらによれば、最古の散らし書き消息の例は、康保三年（九六六）頃筆の『虚空蔵菩薩念誦次第紙背

仮名消息 （滋賀県・石山寺蔵）や、藤原公任自筆『北山抄』紙背の長徳・長保（九九五～一〇〇三）頃筆「仮』

名消息 （京都国立博物館蔵 ＊国宝 、一一世紀初頭筆と推定される『三宝感応要録紙背仮名消息 （京都・鳩」 ） 』

居堂蔵）などであるという。

『 』 「 」 、 「 」、源氏物語 では 乱れ書き と呼ばれており 各行の上下を揃えた書き方 よりも 今めかしうをかしげ（ ）4

則ち当世風の魅力があるという意味の記述が見えるから 「散らし書き」は平安中期ごろには貴族社会に広が（5）、

り始めていたものと推定される。平安時代には漢字の秀句を散らし書きにした例も見られるが 、仮名のよ（補注）

うに自由で変化に富んだ表現がしにくいため、漢字の散らし書きは定着せず、散らし書きは仮名独自の書法とな

っていった。また、平安時代の散らし書きが多彩で優れたものが多いのに対し、平安末期以後は変化に乏しく定

式化した 。（6）

散らし書きは鎌倉時代以降に一定の形式を備え、特に「女房奉書 」の書法として行われたこともあって、（7）

公家や武家の女性たちへと一層普及していった。

一四世紀中葉の筆道書である『麒麟抄 』第八には、和歌や艶書の散らし書きにいくつかの型が存在してい（8）

たことを記す。

…和歌の上の句を九・七・一字（または八・八・一字）の三行、下の句を七・六・一字の三行に書く①立石様

方法で 「四行木立」ともいう。、

ほの とあかしの

うらのあさきり

に

しまかくれゆく

ふねをしそおも

ふ

…上の句と下の句を一行ずつ頭揃えで書く「二本木立」という方法と、五七五七七の五行を段々に②藤花様

並べる「五行木立の藤花」という方法がある。

ほの とあかしの浦のあさきりに

しまかくれゆくふねをしそ思ふ

からころも

きつゝなれにし

つましあれは
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はる きぬる

たひをしそおもふ

…「立石」と同様だが、七・七・三・七・五・二の六行を下揃えで書く方法。③木立様

やをかゆくはま

のまさことわか

こひは

いつれまされり

をきつしま

もり

…上の句九・八、下の句七・七の四行を下揃えで書く方法。④立藤様

かすかのゝわかむら

さきのすりころも

しのふのみたれ

かきりもしられす

…和歌の上・下の句切りに関係なく一二・八・七・二・二字の順に下揃えで並べる方法。⑤分秀様

かすかのにわかなつみつゝ

きみか代をいはふ

こゝろはかみそ

しる

らん

以上は和歌の散らし書きの例だが、艶書の場合、表を「立石様 、裏を「木立様」にすること、また、用紙二」

「 、 」 、 「 」枚のうち一枚目を 木立 其間飛鳥落花ノ様トテ散々ニ書散 らし 二枚目を 木立ノ乱レタル様ニ乱シテ書散

らすとも説明する。

このように鎌倉時代の散らし書きには一定の型が生まれたが、それとともに自由奔放さも失われていった。

なお 『貞丈雑記』九「書札」中の「女房のちらし書」項には、上記の「立石様 「藤花様」のほかに、二行、 」

揃えて書く「小筋書」と行頭を段々に下げて行く「雁行様」の二つを掲げる 。このうち「雁行様」は②の「五（9）

行木立の藤花」に相当するが、これは女筆手本の散らし書きの基本型となった。

なお和歌の散らし書きは、近世に入り一層多彩になったようである。例え

ば 前田図南の筆道書 宝永六年 一七〇九 刊 本朝字府秘伝 巻之四 家、 、 （ ） 『 』 （

蔵）には「三十六人歌仙」の散らし書きを図解して次のように述べている。

○右三十六人歌仙色紙チラシ書ノ法ハ、冷泉殿流ナリ。亦タ二条家アリ
カキ トノリウ

トイヘトモ 悉 ク少ヅ アレバ 事繁多ナル故ニ略 之 凡ソ歌仙類、 、 。ヽ 違 レ

コトコト タカヒ コト ハ ン タ タク

ヒ、板刻ニ出ル所、或ヒハ古代、中古、近代アリ。或ヒハ釈門、女歌仙
ハンコク

アリ。各チラシヤウ異ナリ。尚ヲ神前拝殿ノチラシ書ヤウ其ノ法アリ。
コト カキ

口伝。

そして、図のように「名所水辺のちらし 「三行三字のちらし 「四行ちら」 」

し 「上中下の返し 「上中下四方返し 「上下下一上三縁 「四行下二字縁」」 」 」 」

など実に二〇種に及ぶ散らし書きを載せている。この引用文では、家々の流

儀によって、また時代や身分・性別などによって事細かなきまりがあったこ

とを彷彿とさせる。
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だが、散らし書きに関する繁雑なきまりは、有職故実家などには必要とされても、近世の女性一般には無縁の

ものだった。近世の女性書札礼は女子用往来物や女筆手本類によって普及したが、これらには以上のような「○

○様」といった記載は全く見出すことができない。

ただし 『安斎随筆 「女文散し書」 の記述によれば、散らし書きが徐々に複雑になっていたことがよく、 』 （補注）

分かる（引用部の句読点は筆者による 。）

女の文のちらし書は、歌をちらして書くより出でし事也。歌のちらし様に法もなし。されば、文のちらし

様とて定りたる法もなし。たゞ文字のふときと細きとにて見わくる様に書く事なり。近き頃は、三べん返

し、五へんかへし、七へん返し、九へんかへしなどゝて、その手本をかき、朱にてよみ様の次第のしるし

に、一、二、三の文字を付けたるあり。是れは世に拵へ出したる物にて、取るにたらざる物なり、故実に

非ず。昔は男も女もふみかくに、さのみ長々しき文書くものはなかりしなり。長くいひたき事は文もちて

行く使の者に申しふくめてつかはしたるなり。もし長き事は二へんはかへして書く事も有るべし。三べん

より已上、七へん、九へんなどかへしては、一、二、三のしるしなくてはよめ兼ねて用事もたらず、よみ

たがへなどして、事の心わかりがたし。されば、三べん以上くりかへし散らしかく事はなき事なり。近き

頃は物ごとむづかしき事をかまへ出だして、秘伝・口訣など云ひて人におくゆかしがらせ、人にほこると

もがら世に多くなれり。古き世には、物ごとにむつかしき事なく安らかなり。

また 『貞丈雑記 「九、書札」中の「女房のちらし書」項 にも、 』 （ ）10

ちらし書に文をかく事、歌をちらしかくより出たり。一へんちらして書へし。もし一へんにあまらは二へ

んも書へし。今世「三へんかへし 「五へんかへし」などゝいふはなき事なり。さやうにいくへんも返して」

はよめがたく、用事もたらぬなり。用事のことはちらさず書へし。

とある。本来手紙は簡潔を旨とし、詳細は口頭で伝えるべきものであったが、いつの頃よりか主文で書ききれな

い文面を折り返して数段で書くようになった。この二段目以降を「返 書」といい、貞丈は二段までの返書はよ
かえしがき

いが、三段以上は無用だと批判するのである。実際に江戸中期以降の女筆手本類には、五段～九段のように細々

と散らした例も見られるから、近世の散らし書きはますます複雑になっていった一面もあった。しかし、女性書

札礼は、貞丈の主張のように無闇な散らし書きを禁止するのが常であった。
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二、散らし書きの作法

これまで述べたことを整理すると 「散らし書き」は次のように説明することができる。、

平安時代中葉に貴族社会において始まった和歌や手紙の書法の一つ。各行の行頭または行末、またはその

両方を揃えずに、さらに各行の文字の大きさや行の長さ・高さを変えながら散らして書く方法。その淵源

は和歌または懸想文とされ、古代においては自由な表現方法であったが、中世に入ると女房奉書の書式と

して用いられ、やがて定式化した。以後、公武の女性間に浸透し、近世以降は和歌とは別に女文独特の書

法として種々の作法が生まれるに至った。

しかし、散らし書きに関しては検討すべき点がまだ残されている。例えば、最初から女性専用であったのか、

また、どのような状況で用いたかなどである。

まずは、中世以来の書札礼を見てみよう。今日われわれが目にすることができる数々の書札礼書で、散らし書

きに最も詳しいのは室町初期作の『今川了俊書札礼 』である。（11）

一散しかきの事。女房の文ノ外ハあるへからす候。公家様の上らうの家より下紙もとへ内し等にかゝれ候

事も候也。夫は以外無礼にて候。散し書ハ。けさやう文より事おこり候と云々。其三二一 と文字をくヽヽヽ

はりてかき候なり。尋常の女房の文を散してかくにハ。三二一とまてハ不書候。たとへは、

まいりとふらひて

御いふせ そのゝちなに事か

さも おハしまし

申うけわたらせ さふらふ

ゆかしく

こそおほえ

たまハりさせおハして候へ

さふらふ

へく候

あなかしこ

如此面はかりに書常の事也。又おほく書ちらす時ハ。うらへ返ても書也。それハ。只ひた散しに書候て行

也。

（中略）

一、女房のふミをしたゝめ候事。…又同程の人にて候へは。女房の許へ男のつかハし候ふミ敬て書候。能

々散し書候事に候。又たゝ引そろへて書候事も候。何もくるしからす候。尤父か申散し書候ハ。けさう文

に候てわろく候よし申候へ共。公家のやうを見候へは。多分散し書にて候。詞けさうふミにて書事悪く候

へは。文字ハ散し書も無子細候。詞をは男のふミに直々と男の詞にて可書候。…

以上から知りうる重要な点は、

①散らし書きは女性宛てに限って使うこと、

②散らし書きは同程度（またはそれ以下）の女性に対して用いるべきもので、目上には使わないこと、

③男が書く手紙は、散らし書きにしても、男言葉で書くべきこと、

④通常の女性宛ての場合は 「懸想文」ほど散らして書かないこと、、

⑤散らし書きは「懸想文」に由来すること、

などである。いずれにしても、中世においては、男性が同輩以下の女性に対して散らし書きの手紙を書く場合が

あったわけである。ただし、文面は女言葉ではなく、男言葉で書くのが普通であった。

これに対して近世の女性書札礼ではどうなっていたか。その一例として、元文六年（一七四一）刊『女消息華
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文庫』頭書「女文章教訓鑑」を見てみよう 。江戸中期の女性書札礼とし（補注）

てよくまとまったもので、全一六カ条中に散らし書きに関する心得を多く含

んでいる 。（12）

一、惣じて文はよめやすくして、字性を正しく書べし。時粧は、文のさ
そう ふみ じしやう たゞ かく いまやう ふみ

まいろ に書ちらし葉手にかくゆへ、よめかね、肝要の用事とゝのは
かき は で かんやう や う じ

ず。文の用は山川万里をへだつといへども、 互 に言葉をかはして用事を
ふみ やう やまかは ば ん り たがひ こ と ば や う じ

とゝのゆるに同じき徳ある故に重 宝とす。然るに、海山をへだてたる方
おな とく ゆへ ちやうほう しか うみやま かた

、 、へなどの文せつかく書つかはすとも よめずして肝要の用事とゝのはず
ふみ かき かんやう や う じ

不礼なる事なり。よくよめる様に書べし。是第一の肝要なり （第一条）。
ふ れ い こと やう かく これだいいち かんやう

一、ちらし書もしほらしき物なり。たとひ散し書とも 約 やかに書べし。
かき ちら かく つゝま かく

遊女の文つらのごとく無性に前後のわかちなく書ちらせば、文のつゞき
ゆうしよ ふみ むしやう ぜ ん ご かき ふみ

しれずしてあしゝ （第三条）。

一、 幼 なき方への文は、なる程文字正しくよく読やすきやうに書べし。
いとけ かた ふみ ほど も ん じ たゞ よみ かく

みだりにもようよく書んとて、わけもなく書たるは 幼 なき身にては得よ
かゝ かき いとけ み ゑ

みわかぬものなり。随分かなにて、よくよめやすきやうにつぶ と書 遣すべし （第四条） 。
ずいぶん かきつかは

一、一家一門、又は他国にても 男 の方へ 遣 す文、ちらし書は無用にすべし。文躰はきつと、ざつと書べ
い つ け いちもん また た こ く おとこ かた つかは ふみ かき む や う ぶんてい かく

し。 細 にはいらぬ事なり。…（第一二条）
こまか こと

一、祝言の文は紙一 重に書べし。立文・横文いづれもちらし書なるべし。…（第一三条）
しうげん ふみ かみひとかさね かく たてぶみ よこぶみ かき

このように 「女文章教訓鑑」は多方面での注意が行き届いており、例えば先の①に相当する第一二条にはさ、

らに男性宛ての文面の心得にも言及しているし 「女文章教訓鑑」の第一・三・四条は「散らし過ぎ」への警告、

という点で先の④と共通するが、相手への用件伝達を第一義的に強調しており、説明も丁寧である。さらに『今

川了俊書札礼』と「女文章教訓鑑」との違いは、前者では散らし書きを同輩以下に限定するのに対して後者では

限定せず、また、後者では祝言の手紙は散らし書きにすべきことを説く。もちろん両者の時代差は極めて大きい

のであるから単純な比較は禁物だが、少なくとも「女文章教訓鑑」は用件重視の傾向が濃厚であり、女性書札礼

の庶民化がかなり進んだ江戸中期の特色をよく示している。

他の女性書札礼も含めて考えると、近世では「散らし書き」は一般に女性同士、しかも特に親近感のある相手

への手紙や祝儀状などに用いられた書法であった。遊女以外の一般女性から男性宛ての手紙に散らし書きを用い

てはならないとされ、当然ながら男子の散らし書きも不適当とされた。女児宛ては言うまでもなく、たとえ婦人

宛ての手紙であっても、行き過ぎた散らし書きは認められなかった。

当時の女性書札礼にしばしば「散らし過ぎ」への注意が含まれているのは、世間には派手な散らし書きを好む

女性が少なくなかったからであろう。そんな風潮を助長したと思われる長谷川妙躰の書札礼 に、（ ）13

おさなきかたへのふみはなるほど文字まつたくよくよみわくるやうにかくべし。みだりにもやうよくかゝ
も じ

んとて、わけもなくちらし字まじりにかけらせて書たるは、おさなき身にてはえよみわけぬ也。ずいぶん
じ かき み

かなにてよみやすきやうにつぶ とかくべし。

とあるのは意外だが、散らし書きは相手の身分や年齢などを考慮して適切に用いることが求められたのである。

妙躰の手本といえば、何でも散らし書きのように思うかもしれないが、実はそうではない。例えば 『女筆指、

南集 『女筆続指南集 『女筆続後指南集』という一連の作品があり、これらは書籍広告 に』 』 （ ）14

女筆指南集 全部三冊 女中幼年手習始より。文章品々。

同続指南集 全部三冊 中年より以上。文章品々。

同続後指南集 全部三冊 近日出来 。中年より以上。三段ちらし書。（15）

女文章教訓鑑（女消息華文庫）
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と紹介されている 『指南集』は完本が現存しないため中巻は未見だが、上・下巻について言えば、ほとんどが。

半丁に大字二～五行の並べ書きになっており 文字通り幼年向きの手本である また 中年以上を対象とする 女、 。 、 『

筆続指南集』は、上・中巻の全部と下巻の大半が一段散らしで、下巻中二通が三段散らしになっている。さらに

『女筆続後指南集』は現存しない（あるいは未刊か）ので、この広告文から推すと、そのほとんどが三段散らし

であったのであろう。この例からしても、妙躰は幼児や初心者には並べ書きを、中級以上は散らし書きを使い、

さらに上級者には複雑な散らし書きを学ばせるという理念を持っていたことが分かる。複雑な散らし書きを美し

く書くためにはそれなりの修練が必要であったのであり、逆に言えば、散らし書きは書道の習熟レベルを示す目

安と考えてよい。

なお、女筆手本の基本的要件に「散らし書き」をあげる考え方もあるが 、全面的にこれを支持するわけに（16）

はいかない。実際に女筆手本の多くは「散らし書き」で書かれているが、女筆手本には「散らし書き」と「並べ

」 、 「 」 。「 」書き の双方を含むものもあるし 逆に 並べ書き だけで綴られたものも存在するからである 散らし書き

は女筆手本類に多く見られる書法であって、女筆手本類の絶対条件ではない。

ところで、高尾一彦氏は「女筆手本をめぐる諸問題」でこれら女筆手本の芸術性について触れ、その民衆文化

史的意義として次の三点を指摘する 。（17）

①いわば版本の「書」である女筆手本の大量生産による一般民衆の文化的享受の可能性の増大

②庶民女性の「書」の美的世界への接近、また美的情緒の理解の深まり

③芸術的な「書」の創造への契機

そして、これらの点から氏は「女筆は十分に女性文化向上の重要な指標のひとつ」と説明する。

確かに、散らし書きは、文字と空間の織りなす芸術性を重視した書法である。散らし書きの女文は、言葉遣い

、 。など文面の美しさはもとより 文字そのもの美しさや字配りといった空間的・視覚的な美しさを伴うものである

言い換えれば、女筆手本は単に手跡稽古、また語句や表現の習得のためばかりでなく、芸術性を養うための手本

であった。

また、どちらかといえば「並べ書き」が用件中心で味気ないのに対して 「散らし書き」は特別な感情を伴う、

ものであったことが指摘できよう。強い親近感や心からの祝意を示す場合には「散らし書き」が用いられたのに

対して、距離を置くべき相手への用件本意の手紙には「並べ書き」が用いられたようである。一般に女性が男性

宛ての手紙に「散らし書き」を使うべきでないとされた理由もこの辺にあったと考えられる。

女筆指南集の並べ書き（四行で一丁分）女筆続指南集の散らし書き

第三章 散らし書き
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三、女筆手本類の散らし書き

。 、近世の女筆手本類は様々な形態や内容を含んでいることを見てきた また

その基本的書法である散らし書きについて若干の考察をした。女筆手本類は

散らし書きが多いうえに、独特なくずし字も少なくない。特に、頻繁に糸を

引く妙躰流の連綿体は、初心者だと圧倒されてしまうかもしれない。また、

文字と文字が重なり合うことが多く、慣れないうちは読むのも一苦労であろ

う。しかし、散らし書きには一定の規則があり、それを踏まえて読めばそれ

ほど困難ではない。とにかく、実際に原本を読んでみないことには、散らし

書きも女筆手本の雰囲気も十分理解できないであろう。

そこで筆者の手元にある女筆手本類のうち、長谷川妙躰筆『見寿乃雪（美
み す

須の雪 、窪田やす筆『女初学文章 、筆者不明（ただし女性）の『女筆子日）』 』

松』の三点から散らし方の異なる例文をあげてみよう。

『 』 。 、まず 見寿乃雪 である 本書に見られる妙躰独特のくずし字は派手だが

、 。散らし書きとしては最もシンプルな部類で 単純に斜めに読んでいけばよい

ただし、女筆手本類に特有の連綿体やくずし字も見られる。例文は同書下巻

中の一通で、初めて会った人に対する礼とともに「近日中にまたお会いしま

しょう」と誘う手紙である。

一日ははしめて御けんもしに入、馴々しき御物語ともいたし、いつわす

。 。るへしともおもはす候 また ちかきほとに御めもしとまつ御事に候

かしく

「また 」のように踊り字（繰返し符号）のくずしが大きく、行末から

次の行頭へと続く「はね」が所々途切れずに繋がるのが特徴である。なお、

女筆手本類に最も頻出するくずし字「かしく」の用法については注意すべき

点が多いので、後ほど整理して紹介する。

次に窪田やすの『女初学文章』である。下巻第一〇項 の往状「わつらふ（ ）18

人ありてくすしをよひにやる文」とその返状の双方を掲げてみよう。

先ほどが一段であったのに対し、本状は中央の大字から読み始め、大字末尾で折り返していったん大字冒頭部

の右下の字句を読んでから、上段の小字に移り、上段文末から再び折り返して下段冒頭へ続けるというように、

三段 になっている。複数段の散らし書きはこの読み方が基本になる。（ ）19

（往状）夜ふけ候て申かね候へとも、にはかにおもくなやみ 候人候て、せんすべ なみだにむせぶば（ ） （ ）20 21

かりにて候。あくる間またぬならひは人のいのちにて候まゝ、法げんさま御いて候て、くすり御あたへ給

（ ）候やうにたのみまいらせ候。めてたくかしく 22

（返状）いたう わつらふ人のむくつけう なやみ候よし、まことにおとろかせ給ひ候べく候と、をし（ ） （ ）23 24

はかり候てさへ、むねはしり 候。法げん御いてあるへきよしにて候まゝ、たゆみなく 御あつかひ候（ ） （ ）25 26

べく候。めてたくかしく

本書は実用例文を主とする女筆用文章で、この例文も夜中に急病人が出たため医者を呼ぶという用件の手紙で

ある 「せんすべなみだにむせぶばかり」とは、生死に関わる程の状況を指すものと理解できるが、それにもか。

かわらず、病家当事者の往状にもそれに同情する知人の返状にも「めでたくかしく」が使われているのはわれわ
、、、、

れには理解しにくい。

三番目の『女筆子日松』は、序文によれば御所奉公の経験を持つと思われる女性が二〇年間集めてきた女筆の

見寿乃雪

女初学文章
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。 、 、 「 」、模範例文集である 本書は他に所蔵がなく 家蔵本は 上巻に 女筆子日松

下巻に「相生のまつ」の題簽を付すように各巻で書名が異なる（中巻は題簽

が剥落して不明 。その中巻第一六状を例に掲げよう。わずかながら片仮（27））

名（宛名のみ平仮名）のルビを施した箇所があり、散らし方も先の例に比べ

てさらに細かく五段になっている。一見複雑だが、先の三段散らしと同様に

文字の大・中・小の順に読んでいけばよい。ただしここでは、小字は下段・

中段・上段の順に読むように書かれている。

初雪のふりしきたる庭の面いかゝ御覧し候や。木ごとに花のさく（かし
オモ

） 、 。く 心地して 雲のあなたは春にやあるらんとなかめまいらせ候（ ） （ ）28 29
コ ヽ チ

常盤にみゆる松の木すゑに白木綿かけたるやうにて、神の御まへにいつ
ト キ ハ コ シ ラ ユ フ ミ

か来にけんとおぼえまいらせ候。いつみ式部の歌に「まつ人のいまもき
キ

たらはいかゝせん ふまゝくおしき庭の雪かな」と詠せられしも、かや

うのおりにふれたる御事にて候はんと思ひまいらせ候。此まゝにては見

過しかたく候まゝ、御むもし様たちいさなはせられ、御出まち入まいら

せ候。其ため文にて申あけまいらせ候。めてたくかしく

御早良様 参る申給へ
さ ら

前二者に比較して大分優雅な文章である。

「初雪に心はずませて古歌などに思いをめぐ

らすうちに、あなたとお会いしたくなりまし

た。この美しい風景を一緒に眺めて和歌でも

詠み合いましょう。せっかくですから御むも

じ様（娘の意か）もご一緒にお越し下さい」

といったところであろう。この例文では、雅

語が随所に鏤められているが、それ以上に古

歌が趣を醸し出すのに役立っている。具体的

には『詞花和歌集』に載る和泉式部の歌、す

なわち「待っている人が今にもやってきたら

どうしようか、せっかくのこの庭の雪を踏み

乱してしまうかもしれない 」という意味の（30）

和歌を引いて、その和泉式部の心境が推し量

られるような雪景色だと述べるのである。

実はこのほかにも「木ごとに花のさく」は

『古今和歌集』の紀友則「雪ふれば木毎に花

」ぞ咲きにける いづれを梅とわきて折らまし

を、また「雲のあなたは春にやあるらん」は

『古今和歌集』の清原深養父「冬ながら空よ
ふ か や ぶ

り花の散り来るは 雲のあなたは春にやあら

む」を下敷きにしており、いわゆる引歌 の（ ）31

技法により一層情緒的、印象的な文面になっ

。 『 』ているのが分かる このように 女筆子日松

女筆子日松

（補注）■女文脇付の変化

①永正頃（一五〇四～二一 『大舘常興書札抄』）

参る人々申給へ たれにても申給へ 人々申給へ 参る申給へ 申「 」「 」「 」「 」「

給へ 「参る参り候べく候 「参るまいらせ候 「参る 「まいらせ候」」 」 」 」

②大永八年（一五二八 『宗五大艸紙』）

「参る申給へ 「参るへし 「参る」」 」

③天文二年（一五三三 『伊勢加賀守貞満筆記』）

「 」「 」「 」○○殿御局まいる申給へ たれにてもまいる申給へ まいる申給へ

「まいるへし 「まいる 「まいらせ候」」 」

④室町末期～江戸初期『女房筆法』

「まゐる人々申給へ 「人々申給へ 「まゐる申給へ 「まゐるまいらせ給」 」 」

へし 「まゐるへし 「まゐる 「まゐらせ候」」 」 」

⑤正保四年（一六四七）以降『和簡礼経』

「いつれの御局御中 「いつれの御かたへ 「参る人々申給へ 「たれに」 」 」

ても 申給へ 「人々申給へ 「参る申給へ 「参るへし 「参る 「参り」 」 」 」 」

候」

⑥寛文六年（一六六六 『簡礼集』）

「参る人々申給へ 「人々申給へ 「申給へ 「参る 「参らせ候」」 」 」 」

⑦貞享五年（一六八八 『女文章鑑』）

「○○との 御ひろう 「参る人々申給へ 「人々申給へ 「申給へ 「参」 」 」 」

る人々申候べく候」

「参る御返事人々御中 「参る御返事申給へ 「御返事申給へ 「参る返」 」 」

事 「御返事」」

⑧元禄三年（一六九〇 『女書翰初学抄』）

「参る人々御申給へ 「誰にても申給へ 「人々申給へ」」 」

⑨寛延四年（一七五一 『女諸礼綾錦』）

「 」「 」「 」「 」「 」参る人々申給へ 人々申給へ 申給へ 参る人々 申候べく候

「参る御返事人々御中 「参る御返事申給へ 「御返事申給へ 「参る御」 」 」

返事 「御返事」」

⑩天保一二年（一八四一 『 女諸礼綾錦』） 新増

「参る人々申給へ 「参る人々御中 「人々申給へ 「参る」」 」 」

「参る御返し人々御中 「参る御返し申給へ 「御返し申給へ 「参る御」 」 」

かへし 「御かへし」」
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には古歌そのものを引いたり、古歌中の表現を用いた例文が多いのが特徴である。

さて、この例文では宛名に続いて書かれた脇付「参る申給へ」が重要である。これにも敬意の差や尊卑上下に

よって種々の表現がある。本来はこの脇付は極めて高貴な人や最も敬意を払うべき人に限って使われた書簡用語

であったが、近世では完全に敬意の程度が薄れ、上輩だけでなく同輩・下輩への手紙にも広く使われるようにな

り、語句を変えたりくずし方を変えるなどして格式の上下を表すようになった。ちなみに書札礼に見る女文の脇

付の変化は表の通りである。いずれも大体敬意の強い順に並べてあるが、これらによって「参る申給へ」は中級

程度の敬意と分かるであろう。

このように近世に入ってからは、貴賤上下の別なく脇付を用いるようになったほか、⑦、⑨、⑩に見られるよ

うに返状の脇付語（返事脇付）も使い分けるようになったのである。
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四、かしこ

○「かしこ」の変遷

女筆手本類に必ず出てくる「かしこ」は最も重要な書簡用語の一つである。書止語の「かしこ（かしく 」（32））

は、いつごろから使われ始め、いかなる変遷を辿って今日に及んだのか 、また、書簡作法上の位置づけや意（33）

味合いはどのようなものであったか。本節ではその辺を探ってみることにしよう。

「 」 、 『 』 「 」かしこ の語源には二つあり 年代からいって古い方は鎌倉時代の辞書 名語記 の アナタカシコシ（ ）34

の意とする説だが、しばしば引き合いに出されるのは室町時代の辞書『下学集』下巻（言辞門第一七）に載る説

で、女子用往来では後者によったものが多い。

例えば、元禄二年（一六八九）刊『やしなひ草（婦人養草 』巻第五「廿三、女の文にかしくの字かく事」に）

は、

「かしく」の文字、女 性 の文のとまりに書事、その故有。穴 賢と云儀なり。しかるを、となへあしけれ
しやう ゆへ あなかしこ ママ

ば五音相通して「かしく」と文字をやつして書也 「あなかしく」の 略 と意得て可なり。又云 『下学集』。 、
ご お ん さうつう も じ りやく こころへ か が く し う

にいにしへ和漢 両 朝いまだ人の家居をもしらざるとき 恙 虫人を螫ころす 土のことく穴をほりて閉 塞、 、
わ か ん りやう い ゑ い つゝがむし さし ど そ う あな とぢふさぎ

て毒虫をのぞくといへり。されば 「あなかしこく無事也」と 悦 て文のおくに 祝 しいふに、女筆はよわ、
どくちう ぶ じ よろこび しゆく ひつ

としてしかも筆 画たゝしく書がよき也。…

ひつくわく

とあり、同様に元禄三年刊『女書翰初学抄』上巻頭書にも

。 。 「 」 。めてたくかしく 女文のおくに不吉ならぬ事はいつにてもかくのことし 昔 は あなかしこ と書ける也
むかし

中比よりかやうに書事也。

昔 恙 と云虫、人をさしてなやます間、或人此虫を穴へをひ入、穴を閉ふさぎて 殺 ゆへに、虫たえてなく
つゝか あな とぢ ころす

なりぬ。人みな悦 「穴 賢無 恙なりぬ」と云心也。此故に、文のをくに「あなかしこ」と書留ること也。、 レ

あなかしこつゝかなく

又、何事もなき事を「つゝかなし」と云も此義也 『下学集』にみゆ。。

と同様に説明する。

準漢文体の「穴賢」は、平安後期撰『明衡往来』の「穴賢々々。謹言」や鎌倉初期撰『十二月往来』の「穴賢

々々。敬白」などの使用例が確認できるが、いずれも「謹言」や「敬白」と併用するものであり、また、極めて

稀なケースであることから 「穴賢」は書止として十分な地位を与えられていなかったことを思わせる。、

、 （ ） 『 』（ ） 「 」 、また 天保一〇年 一八三九 刊 女筆花鳥文素 滝沢馬琴撰 巻頭の 文のをわりにかしくと書事 には

次のように『蜻蛉日記』下巻に見える例や『年山紀聞』の説を引用している。

女子のふみのをはりに「かしく」と書事は、ふるくより也 『かけろふ日記』に 「八月まつほど に 、そこ。 、
を な ご かく に き （は）

にびゝしうもてなし給ふとか世にいふめる。それはしも、うめき（も）きこえてん。かしく」と有。これ

も、道綱の母のふみ也。年山子の説に 「 日本紀』に「恐懼」の字を「かしこ」と点じたるも、同じこゝ、『
みちつな はゝ ね ん ざ ん し に ほ ん き けうけう じ てん おな

ろ也 「あなかしこ」といふ「あな」は 『古事記』に「 甚 切なることばなり」とあれば 「誠 惶謹言」。 、 、
こ じ き はなはだせつ せいくわうきんげん

などいはむがごとし。字をかりて「穴 賢」と書たるにつきて俗説あり。もちうべからず」といへり 「か。
じ あなかしこ かき ぞくせつ

しこ」も「かしく」も 「かきくけこ」と通じて、おなじこと也。男子の手がみに「謹言 、女子のふみに、 」
つう を の こ て きんげん を な ご

「かしく 、其 心みなひとつ也。これに「めで度」と書そえしは、はるか後の人のわざなるへし。」
そのこゝろ のち

ここでいう「年山子の説」とは、元禄一〇年（一六九七）安藤為章作、文化元年（一八〇四）刊『年山紀聞』

「一、かしく 」にある次の一文を指す。（35）

女の文にかしくと書事、古くよりなり。日本紀に恐懼の字を、かしこしと点したるに同じ意なり。阿那 恐
ア ナ カシコ

といふあなは、古事記の自註に、甚切なる時の詞とあれば、誠恐などいはむが如し。字を仮りて穴賢と書
、、

たるに付て俗説あり。用べからず。

いずれにしても、馬琴の指摘のように『下学集』のはるか以前の平安中期（一〇世紀中葉）には「穴賢」の略
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転「かしく」の例が見られるのである。それにしても 『女筆花鳥文素』を読んだ江戸後期の少女たちがそのこ、

とを知っていたことからも、近世の女性文化は決して侮れないのである。

とにかく 「穴賢」から「かしこ（かしく 」へと転じたわけだが、古態は「あなかしこ」であって「めでた、 ）

くかしく」ではなかった 「あなかしこ」は「ああおそれ多い 「ああもったいない」の意で、強い詠嘆の「あ。 」

な」に引かれて「かしこむ」意が強くなり 「ああおそれ多い（ああもったいない 、だから十分つつしもう」、 ）

というような自粛自戒の気持ちが込められ、その結果 「謹言」のように書簡の書止にも用いられるようになっ、

たものと推測される 。（36）

真下三郎氏によれば 書簡における 穴賢 は鎌倉時代を経て室町時代になるとはなはだ多くなり やがて あ、 「 」 、 「

なかしこ」の「あな」が省略されて「かしこ」だけの使用も一般化し 「かしこ」は国語であって和文体書簡に、

似つかわしいことから、和文体書簡の書止として定着した。和文体書簡が女性の手紙または男性から女性宛の手

紙に限られるようになると、男性一般の準漢文体書簡には「謹言」等が使われるようになり、男女の書止の区別

が一層進んだ。ただし、漢字が多い書簡には「謹言 、逆に仮名の多い書簡には「かしこ」を使った伊達政宗の」

書簡の例もあるという 。（補注）

「めでたく」が「かしく」に結び付いたのは 『下学集』よりもさらに一〇〇年以上後のことであろう。伊勢、

貞丈は、江戸中期（宝暦一三年以降）作『貞丈雑記』九「書札 」に（37）

、「 」 、 、 。 「 」一 目出度かしく と女の文留様の事 京都将軍の頃までの古書 古案等に見えす とめは あなかしこ

と書なり 『条々聞書』に云。女房文のとめやう、とめ所は「御心得候て申給へ」とも、又「御心得候て申。

入られ候へし」共候て 「あなかしこ」と留へし。又 『武雑書札篇』に云。留所は「御心得候て申給へ」、 、

とも、又「御心得候て申入られ候へく候」とも候て 「あなかしこ」ともとめ侍へし。又 『室町殿日記』、 、

云 「色紙三十六枚、絵様はれうかた 御いそかせ有へく候。いさゝかゆだんあるましく候。かしく」と。 （ ）38

云々。古書に「女のとめは「あなかしこ」ととめし也 「めて度かしく」と留る事、世の風俗になりしは、。

御当代の事とおもはるゝ也。かへつて男の状には「目出候之状如件」なとあり（男の文に目出とあるは、
メ デ

喜悦と云意なるへし 。）

と述べて 「めでたくかしく」の成立時期を近世と見ているが 『古事類苑』文学部 では貞丈の説を修正して、 、 （ ）39

天正年間（一五七三～九二）以前に遡らせている。

○按ズルニ、女文ニ、めでたくかしくト留ムルハ、古風ニ非ラザルコト貞丈ノ説ノ如シ、サレド徳川氏以

来ノ事ナリトイヘルハ誤レリ、太閤記ヲ按ズルニ、天正年間、既ニ之ヲ用 タレバナリ、抑々織田氏戦乱ヰ

ヲ 定スルニ当リ、大勢一変シタレバ、書体モ亦一新シテ、女文ノ留様モ、亦織田氏ノ頃ヨリ一変セシモ戡

ノナルベシ、

これに近い実例を示せば、文禄二年（一五九三）八月に豊臣秀吉が北政所に宛てた書簡に「めでたくかしく」

が使われているから 、上記の説は妥当である。（40）

また山崎美成は、天保一一年（一八四〇）刊『三養雑記』巻三に「めでたくかしく」の一項 を設けて、（ ）41
よししげ

今、女 文にはかならず 終 に「めでたくかしく」とかけること、定まれることなり。いつの頃よりしか書
いま をんなぶみ をはり さだ ころ か

けることにか。されど 「めでたく」といふ 詞 を消息にいへることは 『源氏物語』總巻の巻などにも見え、 、
ことば せうそく けんしものがたり あけまき まき

たればふるきことなり 「かしく」といふは、むかしの仮名文に「あなかしこ」といへる「かしこ」と同語。
か な ぶ み ど う ご

にて、俗文の 恐 ながらなどいふがごとく、 男 の手紙に「恐 惶」とかけるに同じ 意 なり 「めでたくか。
ぞくぶん おそれ をとこ て が み きようくわう おな こゝろ

しく」といふ 詞 は 『一休ばなし』に親 月とて、 都 の町に松立わたし、注連縄かざりして祝ふをりから、、
ことば いつきう むつみづき みやこ まち まつたて し め いは

され 頭 いだきありきたまへるを、或人の見て「こはいかに」と申ければ、返しごとに、
かうべ あるひと かへ

にくげなきこのされ 頭 あなかしこめでたくかしここれよりはなし
かうべ

とあり。この歌正しく一休和尚の詠ならば、この 詞 のふるき 証 とすべし。
うたたゞ いつきうをしやう えい ことば しよう
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と述べている。ただし 『一休噺』を根拠にするのは信頼性に欠けるであろう。、

なお かしこ が かしく に転じた時期については 嘉永四年 一八五一 刊 女中用文玉手箱 頭書 め、「 」 「 」 、 （ ） 『 』 「

てたくかしくの事」に次のようにある。

「 」 。 、 、 。『 』めで とは艸木も春に逢て芽の出るによそへ度はねがふ心なり 又 可愛とて ほめる心もあり 源氏
あひ め たく めでたく

をはじめ物 語の古き書にあまたみえたり 『古今集』の歌に「残りなくちるぞめでたき桜花 『いせ物が。 」、
ものがたり ふる ふみ こ き ん し ふ

たり』に「ちればこそいとゞめでたきさくら花」などよめり。文にいふは慶賀なり 「かしく」は 「かし。 、
け い が

」 、 「 」 。「 」 、「 」 「 」 。こ といふべきを かきくけこの通音ゆゑ かしく といふ也 かしこ とは 惶 又 恐 の字也
つうおん かしこ かしこ

「かしこ」を「かしく」とかくは、筆のあまれるを、それがならひとなりたるは、四百年前あまりまへよ
ふで

りの世の風也 「めてたくかしく」は、男の書札の「恐 惶 謹 言」とおなじ事也。。
ふう しよさつ きやうくわうきんげん

嘉永四年から四〇〇年前というと、応仁の乱で有名な応仁元年（一四六七）より二〇年程前、先の『下学集』

の約一〇年後ということになる。

以上のように 「かしこ」は「あなかしこ」から始まり、やがて単独の「かしこ 、そして江戸初期には「め、 」

でたくかしく 「めでかしく」が使われるようになった。準漢文体における「かしく」の例は後述するように近」

世中期まではかなり行われたようで、江戸初期には「恐惶かしく 「恐惶かしく」などの例も見られた。また、」

近世には同一文中に「かしく」を多用する例も多く、最初を「かしく」とし、二回目を「又々かしく」とする場

合もあった。さらに明治期には手紙の内容によって、用件の概略を述べた手紙では「あらあらかしこ 、差し迫」

った文面では「早々かしこ」を使う例も見られた 。（42）

ところで中世の書札礼書を見ると、鎌倉初期の『消息耳底秘抄』では仮名文の書止は概ね「穴賢々々」とする

ことが記され、さらに鎌倉～室町時代の『玉章秘伝抄』で「穴賢」は準漢文体書簡の「恐々謹言」と同礼である

ことが定められた。

しかし、その後「穴賢」は準漢文体書簡にも使用される例が増えていったようで、室町初期の『書札作法抄』

には次のような記述が見える。

①漢字の手紙文に「アナカシク（穴賢 」は必ずしも不相応ではない。）

②児の手紙は仮名文が本意だが、稽古のためには漢字でも差し支えない。時と場合によるのであって、一様
ちご

に考えるべきものではない。

③主人から家人への手紙には「穴賢」または「謹言」と書く。

つまり、本来和文体の書止であった「穴賢」が室町時代には準漢文体書簡の書止としても使われるようになっ

たのであり、以後少数派ながら準漢文体の「かしく」は江戸中期あたりまで続いたのである。

なお明治期になると、近世で定着した「かしく」を再び「かしこ」に戻そうとする動きが表れ、今日に至るの

である。二例ほど紹介しておこう。まず、明治一一年（一八七八）刊『女児私用文例』初編「大かたの人の誤や

すき事とも」である。

「かしく」は 「あなかしこや」にて 「かしこ」とは 「恐入」といふ事なれは、男文の「恐惶謹言」に当、 、 、

る。昔の文には「穴かしこや 、其次なるは「あなかしこや 、又心安きには「かしこ」とはかりも書 」 」

たり。いつれも「かしこ」にて 「かしく」にはあらす。故に、必す「かしこ」と書へし 「く」にならぬ、 。

やう、余りしやれて書へからす。

次に、明治一三年刊『消息文範』上巻頭書「消息文範の略」である。

○あなかしこ

俗語に「あゝ恐れ多や」と参る意。文のとぢめに書たる。昔の例を考ふるに、うるはしく物したる文にの

み書りとおもはる 「槙柱（ 源氏物語』第三一巻 」まて （玉かつら君の文のとぢめに 「あなかしこ」と。 『 ） 、 ）

ありて、ゐや しく書なし給へり。我より上なる人に、うるはしう書なしてまゐらする文には 「あなか 、
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しこ 、又「あなかしこ 」と重ねても書べく、ひとし並の人にも「あなかしこ」とゝぢめてよけん。ま」 

た、すこし軽くいひてよからんには 「かしこ」とのみものすべきなり。友たちなど常に書かはす文には、、

此詞書かでもよかるべし。

いずれも 「めでたくかしく」ではなく「あなかしこ」になっている。まさに、近世を飛び越えた中世への復、

古であった。

さて、種々の女筆手本類を見てくると、こんな疑問が起こるかもしれない。同一消息文中における「かしこ」

の重複的使用である。既出の例文にもその例が見られたが、女筆手本類には一つの消息文中に「かしこ」が二回

以上出てくるケースが少なくない。特殊な例だが、万治頃刊『女手本』下巻には、次のように「かしこ」が三回

も出てくる例文も見られるのである（図版参照 。）

今ほと通天之紅葉 盛 のよし承候まゝ、二、三日中に御見物に御出（かしく）なされましく候や、うけ給た
つうてん も み ぢ さかり

く存候。わか身ひまにてゐ申候まゝ、御出候はゝ御供申度候。めてたくかしく。いつも うれしさ、め
てたくかしく

この例文は、一度初段冒頭の右下に「返 書」をした後で、その上段の細字へ続くというシンプルな二段散ら
かえしがき

しである。本書の例文は文字の大きさにも減り張りがあって読みやすいが、大字部分（第一段）の末尾の折り返

し点にまず「かしく」を置き、返書（第二段）の末尾に再び「めてたくかしく」と書き、さらに相手に親しみの

余韻を残す「いつも うれしさ」という語句を追伸文風に付け加えたうえでもう一度「めてたくかしく」の書

止語を置いて締めくくるのである。

また既に紹介した『女初学文章』の例文でも「かしく」が二回出てくるが、そこでは二回目を「又々かしこ」

としてある。

中世の女性書札礼に「かしこ」の重複的使用について触れたものがないのは、そのような用例がなかったため

であろうが、近世においてもそのような記述はあまり見られない。種々文献にあたっているうちにようやく次の

ような例を見出した。幕末刊行の『女用文袖 珠』頭書「文したゝむる心得」である。
そでのたま

○竪文三段、五段、 或 は七段がへしなどには、初段の書どめに「目出たくかしく」をかき、又をはりにも
たてぶみ だん あるひ だん しよだん かき め で また

「かしく」を書ことならひ也。
かく

このように江戸後期には、二段以上の散らし書きの場合には第一段末尾に「めでたくかしく」を置くことが一

般化していた。いずれにしても、これは「めでたくかしこ（く 」とともに近世に始まったものと考えられる。）

同様の例は他の文献にも見られるが、実際に手紙を読む者にとって「かしこ」は、単に手紙文の左端あるいは

文末の区切りを示す一種の記号と化していたことを物語る 「かしこ」の連発は、手紙を書く本人にも、それを。

女手本（二丁分。同一消息文中に「かしく」を三回使用した例）
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受け取った相手にも「かしこ」本来の意味

をほとんど認識させなくなると思われるか

らである 『女初学文章』の病家への見舞。

状に「めでたくかしこ」を使うという理解

しがたい例文も、このような事情によるの

であろうか。

○弔状の「かしこ」

さらに 「かしこ」の用例を検討するた、

めに 「弔状」に焦点をあててみよう。、

一般に、相手に不快を与える文言を手紙

の文面に書かないのがマナーであることは

古今東西を問わないが、近世の女性たちも

様々な心遣いをした。例えば、居初津奈の『女文章鑑』には、祝儀状に使う

「祝ひ」という言葉を仮名で綴る場合に、本来は「いはひ」であるが、これ

は「ゐはい（位牌 」を連想させるため、あえて誤りの表記である「いわゐ」）

を使うことや、人を見舞う場合の「とふらう（訪 」も、他人の不幸を「とふ）

らう（弔 」と紛れやすいので十分注意すべきことを説く。同様に『女書翰初）

学抄』には「息災」の「災」の字をあえて小さく脇へ寄せて書く習慣につい

て触れている。

このような気遣いが最も求められた例が弔状であった。

さて、近世最初の女筆手本類の一つ『女初学文章』中巻には「人のしにた

る所へとふらひにやる文」と題した弔状を載せるが、それは次のようなもの

である（図版参照 。）

ひさしく御わつらひ、つゐにかくれ給ひ候事、御ちからおとし、申へき

やうもなく候。あなかしこ

冒頭の挨拶語を書かずに直接弔意を示すのは弔状の一般的作法であるが、ここでは死者の名前も記さず簡潔に

哀悼の意を述べている。本書の頭書に「しゝたる家はけがらひあるにより、文のかへり事なし」と付記するよう

に、弔状にすぐに返事を書くことはタブーであり、弔状の礼状は忌み明け後に書くのが基本であった。従って、

本書を始め大半の女用文章には弔状の返状を載せないのであり、本書もここまではごく常識的なものである。

しかし 『女初学文章』の弔状には極めて特異な点がある。すなわち、それは散らし書きで綴られていること、

である。散らし方はさほどでなく並べ書きに近いが、各行の行頭が揃っていない以上、この例文は散らし書きで

ある。近世一般の作法では、祝儀状には散らし書きが好まれて使われたのに対して、弔状には散らし書きは禁物

で、必ず並べ書きでなくてはならなかった。

そこで、江戸時代各期の女筆手本類から弔状を抽出すれば、江戸前期～後期における弔状の文面や作法の変化

が分かるであろう。以下に元禄から明治初年までの約二〇〇年間の刊本から一〇例を列挙してみた。

①元禄三年（一六九〇 『女書翰初学抄』）

誰様御事、御 煩 、終にうるはしき御気色なふ御 終 のよし、兼てよりつねざまにはひきかえ、かろからぬ
たれ わつらひ つゐ け し き をはり かね

御事とは存候へ共、今更のやうに袖しほるばかりに候。分てかた様御事をしはかり、御いとおしく存候。去
いまさら そで わき さり

ながら、常なきは三界のならひ、逢別離苦のくるしみは火宅のおきてにて候まゝ、とかく御愁傷をとゞめ
つね がい あ ひ べ つ り く くわたく ごしうしやう

女初学文章（珍しい散らし書きの弔状）

女書翰初学抄（弔状）
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られ、一蓮詫（托） 生 の御追善こそ本意にておはしまし候。
れんたく しやう ついぜん

＊元禄二年頃作②宝永六年（一七〇九 『女節用集文字袋家宝大成』）

誰様御事御いたはり、つゐによろしからす御過のよし、兼々よりつねにかはり、をもき御事と存候へとも、

今さらのやうに袖をしほりまいらせ候。殊にかた様の御うへおしはかり、御いとをしく存候。去なから、

うき世の中の習にて候まゝ、只御なけきをとゝめられ候て、御追善こそかんようにておはしまし候。
ついぜん

＊かねてより病状も知らなかったり、急死の場合として次の例文も掲げる。

たれ様御かくれなされ候よし承り、おとろきいりまいらせ候。さそや 御ちからをとし、おしはかりま

いらせ候。されとも、一たひはあらでかなはぬ御事と御さとりまし 、とかく御くやみをとゝめられ、

御きやうやうこそ第一にておはしまし候。

＊上中下別。③享保一三年（一七二八 『女万葉稽古さうし』）

貴人 誰様御不例の御事 終に御本復なく御 隠 遊ばさせられ いか 計 驚 存まいらせ候 御 悔 のため 羊羹（ ） 、 、 。 、
たれ ふ れ い つゐ ほんぶく かくれ はかりおとろき くやみ やうかん

一折十棹差上まいらせ候。かしく
をり さほ

（同輩）誰様御事、兼ての御 悩 一かたならずも、御養 生遊ばし候に、本復の御事もなく過させられ候よ
たれ かね なやみひと ようじやう ほんぶく すぎ

し、一家打 驚まいらせ候。そもじ様御悲しみの御程いか 計 と察しまいらせ候。 寔 に生 者必滅の 習 、誰
い つ け うちおどろき かな ばかり さつ まこと しやうじやひつめつ ならひ たれ

のかるべくもなき道におはしまし候へは、せめては御心もじの程御明らめおはしまし候へて、 偏 に御追善
みち しん ほと あき ママ ひとへ ついぜん

こそ肝要に存まいらせ候。かしく
かんよう

（下々）秘蔵の愛御かへり候よし、今程聞候て肝を消しまいらせ候。嘸とや二方の御 嘆 申さん様もなく存
ひ ぞ う いと いまほどきゝ きも け さぞ ふたかた なげき やう

まいらせ候。此一折、常しも好の菓子にておはし候まゝ、御盛物に備へ給り候べく候。かしく
をり つね すき く は し もりもの そな

＊忌明礼状も付す（省略）④延享元年（一七四四 『女文台綾嚢』）

誰様御事御病気 終に御本服なく御過なされ候よし承り 皆々打 驚まいらせ候 わきてそもし様 御 悲、 、 。 、
たれ びやうき つい ほんぶく すぎ みな うちおどろき かなしみ

の程いか計とさつしまいらせ候。御 悔 の為かくのごとくに候べく候。かしく
くやみ

。 。⑤宝暦九年 一七五九 女千載和訓文（ ）『 』＊忌明礼状も付すが省略 また｢かしく｣は全ての例文で省かれている

誰様御痛はり御へいゆふなく御過 遊 し候よし、驚 入まいらせ候。わけてそもじさま御なけき押計り、御
たれ いた すぎあそば おとろきいり おしはか

いとおしく 存 まいらせ候。去なから世のならひにて御ざ候へは、御なげきを御やめ成れ候て、よく 御

ぞんじ さり よ なさ

とむらひ 遊 され候べく候。
あそば

⑥文化一二年（一八一五 『女当用文章』）

誰様御事ひさ の御びやうき御養生御手をつくされ候へども、つゐに御かくれ遊ばし候との御事、さぞ

たれ おんこと ご ご や う ぜ う お て お あそ おんこと

かし御ちからおとし 申 べきやうもなく候。かしく
もふす

⑦天保五年（一八三四 『女用筆の枝折』）

御 悔 申度一筆申入まいらせ候。左様候へば、御隠居様御事ひさ 御病気にておはしまし候 処 、終に御

くやみ たく ふて さ や う ごいん きよさま こと びやうき ところ つい

よろしからず、御過遊はし候よし、扨々、 驚 入まいらせ候。御歎きのほと申つくしがたく存上まいらせ
すぎあそ さて おどろき なげ

候。こなたにても申出し御 残 多く存まいらせ候。何にても相応の御用候はゞ御遠慮なく御申下され候べく
いだ のこりおほ なに さうおう やう ゑんりよ

候。まづは、御 悔 申あげたく御一統様へ宜敷御伝へまし 頼 上まいらせ候。かしく
くやみ いつとう よろしく つた たのみ

＊「死去悔みの文 「同返し」の二通を載せる。⑧天保一二年（一八四一 『 女諸礼綾錦』） 新増 」
し き よ くや ふみ

（死去悔みの文）御病人さま事折角御介抱なされ候へども、御養生かなひなく終に御すぎなされ候よし、
ごびやうにん ことせつかく ご か い は う ごようしやう つゐ

おどろき申候。みな 様嘸かし御いたみのほど察し入まいらせ候。扨は、殊のふ麁末に候へども、にし

さぞ さつ いり さて こと そ ま つ

め一重さし上まいらせ候。まつは、御 悔 まで人して申上まいらせ候。かしく
いちぢう あげ くやみ ひと

（同返し）御念もじの御文拝しまいらせ候。 仰 のごとく隠居事、過し七日おもひがけなく死去いたされ、
ご ね ん ふみはい おふせ いんきよこと すぎ な ぬ か し き よ

みな 当惑いたし候。さ候はゝ御 心 にかけられ、御香奠金百 疋送り下され、 忝 直さま手向まいら

たうわく こゝろ かうでんきんひやくひきおく くだ かたじけなくすぐ た む け

せ候。其内御めもじに入、御礼申上候べく候。かしく
そのうち いり れい あげ
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＊「不幸知らせの文 「 同 悔みの文 「 同 かへし」の三通を載せる。⑨江戸後期『女用文袖珠』 」 」
ふ か う し ふみ おなじくくや ふみ おなじく

不幸知らせの文 一筆申上まいらせ候 私 方母事久々病気に御座まし候 所 養 生かなひ申さず 昨夜身（ ） 。 、 、
ひとふで わたくしかたはゝことひさびさびやうき お は し ところ ようじやう まう さ く や み

まかり申候。此よし態々御しらせ申上まいらせ候。かしく
この わざわざ

（同悔みの文）御隠居様御事御病気におはしまし候 所 、御養生御叶ひあそばされず、今朝ほど御死去のよ
ごいんきよさま おんこと ご び や う き ところ ごようじやう かな け さ ご し き よ

し、驚 入まいらせ候。折角御介抱の御詮もなう嘸々御歎かはしさ察し申上候。麁まつながら、金子二百
おどろきいり せつかく ご か い ほ う お せ ん さそさそ なげ さつ そ き ん す

ぴき御 香 料として送りまいらせ候。御仏前へ御そなへ下さるべく候。何もよの中のならひ、この上は深う
おんかうりやう おく ご ぶ つ ぜ ん くだ なに なか うへ ふか

御なげきなく、跡御念もじに御 弔 ひ肝要と存 上まいらせ候。先は御悔み申上たさ、此よしのみ。かしく
あと ご ね ん とふら かんよう ぞんじあげ まづ くや この

（同かへし）御念もじの御文いたゞき、あり難く拝しまいらせ候。 誠 にぞんじがけなき不幸にて、愁ひに
ご ね ん ふみ がた はい まこと ふ こ う うれ

のみしづみまいらせ候 処 、御しめしにてやう 思ひ直し、跡のいとなみに取かゝりまいらせ候。御気も

ところ おも なほ あと とり き

じにかけられ 結構なる御香でんにあづかり 恐 入候 いづれ中陰 もあき候はゞ 御めもし致し御礼申 上、 、 。 、（ ）43
けつかう ご か う おそれいり ちういん いた おんれいまうしあげ

まいらせ候べく候。かしく

＊初編 「忌明状」も付す。⑩明治一一年（一八七八 『女児私用文例』） 。

（悔状）誰様御事昨夜御死去之由、先比より少々御不快とは承候へ共、格別之事もあらせられずとのみ存
たれ さ く や し き よ ふくわい

居候処、誠におどろき入まいらせ候。御存命中今一度御窺不申、扨々残念 限 なく存上まいらせ候。どなた
ざんねんかぎり

。 。 、様も嘸々御愁 傷御察し申上まいらせ候 御香奠として重一掛献上致まいらせ候 御生前毎度御越被下候て
しうしやう さつ

花壇の御世話被下候御陰により、此節うるはしく咲出候纏枝牡丹、菊花 并 に風蘭一鉢御霊前へ御供へ被下
くわだん さきいて て ん し ぼ た ん きくくわならび ふうらん れいぜん そな

へく候。かしこ

（忌明状）不幸之節は、御心切に皆々様御こし被下御苦労に預り、御香儀万事御叮寧に遊被下、喪中にも
ていねい も ち う

毎々御心入し早々御手むけ被下、浅からぬ御 志 之程、厚く 御礼申上まいらせ候。先々、滞なう相い

こゝろざし

となみ、今日忌明致候に付、とりあへず御礼迄。猶尽せぬ御礼とも御めもし様に申上候べく候。以上

まず、以上一〇点の全てが鉄則通り並べ書きであるから、先の『女初学文章』の散らし書きは例外中の例外で

ある。他の女用文章をひもといても、散らし書きの弔状はほとんど見出すことができないであろう。

次に、多くが弔状の返状を載せないのも書簡作法に則っている。弔状に対する礼は使者に口上で伝えるだけで

手紙にはしたためず、その礼状は忌み明け後に改めて送るものだった。しかし上記のうち、⑧、⑨は弔状から比

較的短期間に書かれる文面になっている。⑧の「過し七日おもひがけなく死去」の報告と「其内御めもじに入、

御礼申上候べく候」というのは死去後間もないと見るのが自然である。また、⑨は死亡通知の手紙（不幸知らせ

の文）を載せる点でも異色だが、三通目の返状は中陰、すなわち「四十九日」後に改めて礼を述べるべきことを

綴るから、これも同様に死去後比較的短期間の文章である。ここに弔状の作法の変化の一例を確認できる。

また、江戸後期から明治期にかけて字音や漢字の使用が目立つのが分かろう。

文面では、①の文章が比較的長文で個性的である。また、江戸前・中期の例文は弔意を示すことに重点が置か

れているのに対し、江戸後期の⑦は実務的・実際的な雰囲気を漂わせているし、何より⑧～⑩は悔やみのしるし

「 」 。 、 、としての 香奠 が文面に出ているのが特徴的である 江戸前・中期の例文に香奠の記載がないのは 当時（ ）44

香奠の習慣がなかったことを意味するものでないことは明らかである。とすると、祝儀のしるしに物を贈答する

ということを含め、これは「心」と「物」の価値観に変化が生じたことを示唆するものではないだろうか。

これに関して興味深い主張がある。北尾辰宣編、寛延四年（一七五一）刊『女諸礼綾錦』巻之六「文したゝめ

やうの事」中の一文である。

惣じて、酒 肴 くはし類、重の内など送る時の文躰 「先何々の御しうぎ御よろこび申上候はんため、文を進、
そう さけさかな るい ぢう おく ぶんてい まづなに しん

じまいらせ候」よしを書て、次に「是々のものを進し候」由をかくべし。 或 は「御見廻のため何々を進上
かき つぎ あるひ み ま い

いたし候」などゝ書事、当時通用に書事なれども本義にあらず。文を 遣 す事を専一と心得へし 「何々の。
かく と う し つうよう かく ほ ん ぎ つかは せんいち

ため文を 遣 し候ゆへ、とりあへず 肴 、菓子など送りまいらせ候」よしをいひ 遣 すと心得べし。又、返事
つかは さかな く は し おく つかは へ ん じ
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にも「何々の御祝ひと 仰 られしめしあつかり、ことに珍 敷重の内おくり給り」など有べし。惣て祝儀な
いわ おほせ めつらしきぢう うち すべ し う ぎ

どの時、自身行て祝ひをいふべき事うやまひなり。みつからまいられさるとき、自筆に文をしたゝめ、 使
じ し ん ゆき いわ じ ひ つ ふみ つかひ

をもつてよろこびをのぶるなり。酒 肴など送る事、自身参りても、又は文 遣 し候ても、其品に送ると
さけさかな おく じ し ん まい ふみつか（は） しな おく

いふもの也。酒肴にて祝儀をいはふにはあらず。よくわきまふべし。
し う ぎ

あくまでも手紙にしたためる心情こそが大切なのであって贈答する品物はその代用であるとの主張、また、本

来は自ら出向いて祝意を伝えるべきところを自筆の手紙に代えるのであるという意見は、今日なお学ぶべき価値

を有する。江戸後期にいたって弔状に香奠の品目が明記されるようになったのは、祝儀状の作法が弔状にも影響

したものとも考えられるが、いずれにしても弔意とともに香奠の内容が重視されるようになったことを意味する

ものであろう。辰宣の警鐘にもかかわらず、手紙における「心」と「物」の意味合いは近世から近代にかけて確

実に変化していったのである。

なお、弔状における「かしこ」の作法について整理しておこう。宝永六年（一七〇九）刊『女節用集文字袋家

』 「 、 、 」 、 「 （ ）」宝大成 は弔状に なを 書 かしくも たれよりのよりといふ字も書へからず と述べ 弔状に かしこ く

そのものを禁じているし、宝暦九年（一七五九）刊『女千載和訓文』頭書「文のかきやう指南」にも「とむらひ

くやみの文は、尚々がき、参る、かしく、参人々申給へなど、みなかゝぬものなり」とあって「かしこ（く 」）

の使用を禁じている。

、 「 」、 「 」しかし 江戸後期では次のように不幸の手紙には あらあらかしく その他の手紙全般に めでたくかしく

を用いるのが一般的になったようである。は文化一五年（一八一八 『女文通宝箱』頭書「文こと葉つかひ 、） 」

は天保一二年（一八四一 『女用手習鏡』頭書「文言葉つかひ」である。）
ふみ こ と ば

「めてたくかしく」は祝儀文にかぎらす、すべてのふみにかくべし 「かしく」は「穴 賢」を 略 したるも。
し う き ふ み あなかしこ りやく

の也。但し 幸 ならざること、又悔 状などは遠慮すへし。只「あら かしく」にてとめてよし。
たゞ さいわい くやみしやう ゑんりよ たゞ

「めでたくかしく」とは、祝儀ふみにかぎらず、すべての文にかくべし 「かしく」とは「穴 賢」といふこ。
し う ぎ あなかしこ

との 略 したるなり。但し、悔 状などは「めで度かしく」とかくべからず 「あら かしく」とかくべ。 
りやく たゞ くやみじやう

し。

少なくともでは、死去以外の不幸、従って、病気を見舞う場合も「めでたくかしく」を使わないのがマナー

であり、この点江戸後期の作法はわれわれの常識に近い。江戸前期には弔状だけが特別扱いされていたのであろ

うか、先の『女初学文章』の例では、同じ不幸でも弔状と病気見舞状とに一線を画す意識が明確に読みとれる。

なお、蔀関牛は天保一二年（一八四一）の「女諸通用文章」頭書「女書札式 」で、幸・不幸を問わずあら（45）

ゆる手紙に「かしく」を用いてよいと述べている。

「かしく」は或説に「可祝」の意なるゆへ 弔 の文には書べからずとあれど、関 牛按ずるに 「かしく」、
あるせつ か し く ゐ とふらひ くはんぎうあん

は「かしこむ」の下略にて「 惶 」の字なり。すなはち、男 文に用ゆる「恐惶謹言 」
かりやく くはう じ をとこふみ きやうくはうきんげん／おそれかしこみつゝしんでまうす

と同じ 意 なれば、すへての文の留に通じて用ゆべし。
こゝろ とめ つう

「かしく」そのものを弔い状にタブーとする説がある一方で、関牛のような意見もあったわけである。いずれ

にしても近世では、弔状の「かしく」の使用について、次の考え方が並立的に存在していたようである。

①弔状の書止は「めでたくかしく」も「かしく」も使ってはならない。

②弔状の書止は「めでたくかしく」とせずに「あなかしこ」とする。

③弔状の書止は「めでたくかしく」とせずに「あらあらかしく」とする。

④弔状の書止は「めでたくかしく」とせずに単に「かしく」とする。

○準漢文体書簡の「かしこ」

さて 「かしこ」をめぐるもう一つの問題点について考えていかなければならない。、
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それは、仮名文以外の消息文、すなわち準漢文体の消息文に「恐惶謹言」

や「謹言」を使わずに「かしこ」を使う場合である。和文体には「かしこ 、」

準漢文体には「謹言」を使うのが基本とされたが、例外的なケースも江戸前

期にはしばしば見られた。つまり、準漢文体書簡における「かしく」の使用

の例で、これは準漢文体と和文対の作法の混用とも考えられるが、正式な作

法では認められなかったものである 準漢文体の かしく は 江戸中期 宝。 「 」 、 （

暦頃）以前の用文章には時々見られるが、それ以後は極めて例外的になる。

。 、具体例を見ながら検討していこう 準漢文体の消息文ということになれば

近世初頭より種々出版されている一版の用文章に当たらねばならないが、こ

こに「かしこ」の使用の変化を示す恰好の資料がある。

それが明暦二年（一六五六）作・明暦三年刊の『 新用文章 、一般には江戸 』

『新板用文章（障 』と呼ばれるものである。本書は江戸前期から中期にかけ）

て普及した最古の用文章の一つで、書名を異にする異板や異本、また改題本

などが多数存在するが、本文のみの純粋な手本である明暦板系統と、頭書に

絵抄・注釈を加えた寛文板系統の二種に大別される それぞれ下巻第二状 借（ 「

用申銀子之事」の末尾に「明暦二年 「寛文二年」とある 。」 ）（46）

両系統とも二巻二冊本で、明暦板系統は、上巻に「正月初て状を遣事」か

ら「年の暮に祝を得たる時礼状之事」までの一九通（大半が用件中心）を載

せ、下巻には「家売券状之書様之事」以下四例の証文類文例と 「諸道具字づ、

くしの事 着類字づくしの事 編并冠字づくしの事 の語彙集に加えて 義」「 」「 」 「

経含状 」を収録する。（47）

、 、この明暦板系統と寛文板系統とでは頭書の有無のほか 収録書状数や配列

また語句の相違など種々の変更が認められる。特に、明暦板系統の例文に見

られた「かしく」や「恐惶かしく」といった書止を「謹言 「恐々」に改める」

など 「かしく」の使用を意図的に排除した形跡が窺われるので、なおさらの、

こと無視できない。

この変化が見られる例文として二例あげておく。

○上巻第七状「田舎などへ遣文躰之事」
い な か ぶんてい

（明暦板）幸便御座候条、一筆令 啓上 候。 仍 其許皆々様御堅固被 成 御座 候哉。旦暮御床敷存候。二 一 レ 二 一

こうびん でう ひつ けい よつてそこもと みなみな さま けんごに ご ざ た ん ぼ ゆかしく

爰元公私無事罷 在候之間、一入御心 易可 被 思 召候。皆々様以 別紙 可申候へ共、従 貴公様 能 様御レ 二 二 一 二 一

こゝもと か う し ぶ じ まかりあり ひとしほ こゝろやすく おぼしめさ べつしを より き か う さ ま よきように

心得 頼 入候。猶追而可 申 達 候。かしく二

たのみ を つ て たつす

（寛文板）幸便御座候条、一筆 令 啓 上 候。 仍 其許皆々様御堅固被 成 御座 候哉。旦暮御床敷候。二 一 レ 二 一

かうひん でう ひつせしめ けいじやう よつてそこもと みなみな さま け ん ご た ん ほ ゆかしく

爰元公私無事罷 有候之間、一入御心 易可 被 思召候。皆々様へ以 別紙 可申候へ共、従 貴公様 能 様レ 二 二 一 二 一

こゝもと か う し ぶ じ に まかりあり ひとしほ こゝろやすく おほしめ みなみなさま へつしを より き こ う さ ま よきやうに

御心得 頼 入候。猶追而可申 達 候。謹言
をんこゝろへたのみ を つ て たつすそろ

○上巻第一〇状「留守の間に人来りて、あはすして後にやる状之事」
す ま きた のち

明暦板 疇昔者 邂逅之 預 御来 訪 候得共 折節令 他行 残念之仕 合候 何等之御用等御座候哉 従 貴報（ ） 、 、 。 。二 一 二 一 二

ちうせき は たまさか あづかり らいほうに おりふし たきやう ざんねん しあはせに な ん ら ご よ う とう や より きほうに

可 令 伺公 候。恐惶かしく一 レ 二 一

せしむ し こ う

孟春日
まうしゆんひ

寛文板 疇昔者 邂逅之 預 御来訪 候得共 境節令 他行 残念之仕合候 何等之御用等御座候哉 依 貴報（ ） 、 、 。 。二 一 二 一 二

ちうせき は たまさか の あつかり らいほう おりふし たきやう さんねん の しあわせ な ん ら の ご よ う とう よつて き ほ う

可 令 伺公 候。恐々一 レ 二 一

し こ う

新板用文章（明暦板系統）

新板用文章（寛文板系統）
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市之丞様

仁左衛門

文面上わずかに字句が異なり、寛文板では左訓が増補されるなどの異同が

見られ、また、後者では日付の一行に代えて差出人名と宛名を挿入した点で

新しい。しかし最も大きな変化は、前者で書止の「かしく」を「謹言」に、

後者で「恐惶かしく」を「恐々」に改めたことである。とりわけ「恐惶かし

く」は、和文体と準漢文体の書止を合成したような書止で、近世の用文章で

は極めて稀である 。（48）

しかし、明暦板系統の「かしく」は一〇年足らずのうちにほとんど改めら

れたようである 『新板用文章』に見られる「かしく」消滅の傾向は何を意味。

するのであろうか。あるいは上方と江戸での習慣の違いか、または準漢文体

書簡における「かしく」の使用が一般的でなくなったためであろうか、いず

れにしても、当時の実情を反映した意図的な改編であったことは間違いなか

ろう。

さて 『新板用文章』の明暦板から寛文板への改編で生じた大きな違いは、後者において施注されるなど一層、

便利で実用的になったことである。例えば、証文文例では寛文板では「売主誰 「請人誰」といった署名につい」

ても注意を喚起しており、実用面での前進が見られる。この間に『新板用文章』は板元を変えながら何度も上梓

されたことが推定され、寛文板では頭書に語注を付したものや、語注のほかに挿絵も加えたものも登場した。従

って、ある時期には江戸板・上方板を合わせて少なくとも一〇種近くの『新板用文章』が市場に出回っていたは

ずである。この当時は版権の意識も薄く、本屋仲間といった公権力を基盤とした板元の組織化もほとんどできて

おらず、重板・類板といった不正な出版も野放しにされていた。このような自由競争下で、複数の板元がこぞっ

て『新板用文章』を出版したからこそ、数多くの異板が生まれ、頭書のアレンジなども試みられたのであろう。

以上のように、準漢文体書簡に「かしく」が使われるケースは江戸前期までは確実に存在したが、徐々に消滅

していった。また、準漢文体の「かしく」は正式の作法ではないから、自ずと使用状況や使用範囲が決まってい

た。この点に関して、宝永三年（一七〇六）刊『諸礼筆記』巻之二「書礼」は次のように記している。

「かしく」と書事は、女中の状にかぎるやうに覚たるは非なり。男子の文にも書事也。されども同輩以上

へは、用べからず。かしくと書は、大かた也。今、とめる格に古礼用ひしなり。
カク

準漢文体での「かしく」は正格でない以上、上輩には禁じられた用法であり、一般に目下への手紙に用いるも

のとされたのである。

ところで 『往来物分類目録』等で知られる岡村金太郎の旧蔵本（現東京大学総合図書館蔵）中に、小森松洞、

『 』 。 （ ）、 、作 拾玉用文宝箱 という用文章がある 岡村本は安永三年 一七七四 大阪・京都三書肆による求板本だが

初板は享保一七年（一七三二 、大阪二書肆刊である 。その岡村本の刊記部分に次のような書き込みがされて） （49）

いる。

此作者大馬鹿也。文字之相違、文体之ベラボウ可笑云々。

かなり辛辣な批判である 「文字之相違」はともかく、ここの「文体之ベラボウ」とは何を意味するのか。。

本書は「新年状」から「家継誕生祝い」までの四二通の消息文例を収録した用文章で、文体上際だった特色は

「かしく」または「穴賢」を含む例文が九通も含まれる点である。とりわけ次の「穴賢 」は準漢文体の「か（50）

しく」よりもさらに少ないケースで、近世後期の人々には古風というよりも異様に感じられたのであろう。

累日之雨 徒然之 至 候 庭 前 苔 生 問人 弥 希 候 山居之心地不 異 候 此節 預 御来駕 者 猶 以可、 。 。 。 、レ 二 一

るいじつ の あめ と ぜ ん の いたりニ ていぜんニこけをしやうじもんじんいよいよまれニ さんきよ の こゝちニ ず ことなら このせつあづから ご ら い が に バ なをもつてべく

有 興候也。穴 賢レ レ

ある けう なり あなかしこ

諸礼筆記



（ 『日本大百科全書 （渡邊靜夫編 一九八七年 小学館）第一五巻七三四頁、尾下多美子「散らし書き」項。1） 』

（ 『日本書道辞典 （小松茂美編 一九八七年 二玄社）二九六頁、前田多美子「散書」項。2） 』

（ 『古筆大辞典 （春名好重編著 昭和五四年 淡交社）七九七頁「散らし書き」項。3） 』

（ ）近世では、このような書き方を一般に「並べ書き」と呼んだ。4

（ ）前掲『日本大百科全書』第一五巻七三五頁。5

（ ）前掲『古筆大辞典』七九七頁。6

（ 「勾当内侍など天皇側近の女官が、勅命を受けて女消息体（散らし書）で書いて出した文書。鎌倉時代に始まり、室町時7）

代以後多く用いられた （ 広辞苑』第四版 ＊以下全て第四版 。また前掲『日本書道辞典』三四一頁「女房奉書」項に 「女」『 ） 、

房奉書の特徴は、日付、差 出 所、宛 所を省略する」点にあり 「書式は、仮名消息に見るような雁行様をとり、書出は大きく、
さしだしどころ あてどころ かきだし

書き、返 書になると一段と小さく書いて読みやすいように配慮がなされている」と記す。
かえしがき

（ 『続群書類従』巻第九一三上（続群書類従完成会『続群書類従』第三一巻下一九七頁以降）所収。8）

（ 『貞丈雑記』第三巻（平凡社東洋文庫四五〇 島田勇雄校注 一九八五年 平凡社）四六頁。9）

（ 『貞丈雑記』第三巻四七頁。ただし引用部の翻字は原本によって校訂した。10）

（ 『続群書類従』巻第七〇二（続群書類従完成会『続群書類従』第二四巻下四六〇頁以降）所収。11）

（ ）この「女文章教訓鑑」の記事は別項でも触れるように、長谷川妙躰の『難波津』中の書札礼の影響が確認できる。12

（ ）正徳四年刊『難波津』中巻「女中文書やう心得の事 。13 」

（ ）ここでの例は、享保二〇年頃刊『女筆続指南集』巻末の柏原屋清右衛門蔵板書目によるが、同時期の妙躰手本にしばし14

ば見られる広告である。

（ ）寛保二年（一七四二）板『女筆岩根の松』の巻末広告にも「近日出来」と記す。また、宝暦七年（一七五七）再刊『早15

引節用集』巻末広告（柏原屋与市板）中に「長谷川女筆物」として 『近江八景 『難波津 『さゝれ石 『蝉小川 『岩根の松』、 』 』 』 』

『指南集 『続指南集』の七点を載せるが 『女筆続後指南集』の書名は見えない。私自身今日まで未見の書であり、今のとこ』 、

ろ『続後指南集』原本は見当たらない。あるいは未刊であったか。

（ ）高尾一彦「女筆手本をめぐる諸問題 （樟蔭女子短期大学『文化研究』一号 昭和六二年）三八頁に 「女筆」とは「仮16 」 、

名中心の散らし書で雁行様式をとるもの」で「その内容は女房消息」であると述べている。

（ ）前掲「女筆手本をめぐる諸問題」三七～三八頁。17

（ ）本書は各項に往復二通ずつの手紙文を収録するから、本状は下巻第一九・二〇状である。18

（ ）江戸時代の散らし書きの段数の数え方には統一が見られず、この場合、本文大字冒頭部の右下の語句（一カ所）を別に19

数えて「四段」とする場合もある。本書ではこれを段数に数えないことにする。

（ ）本状の頭注に「なやみはわづらふ也」とある。20

（ ）頭注に「すべなきは、たよりなき心也」とある。21

（ ）ここでのくずし字は一応「かしく」としておくが、本書中の他の例文では「かしこ」と読むべき箇所がある。くずし字22

の場合 「かしく」と「かしこ」は字形上区別できないことが多い。、

（ ）頭注に「いたうはつよく也」とある。23

（ ）頭注に「むくつけうは、おそろしく也」とある。24

（ ）頭注に「むねはしりは、きもつぶし也」とある。25

（ ）頭注に「たゆみなくは、ゆたんなく也」とある。26
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この書き込みをした者は、恐らくこのような準漢文体書簡における「かしく」や「穴賢」の使用を批判してい

るものと思われる。特に求板本から見れば初刊は四〇年も前のことであるから、この間に書簡作法や書簡用語が

実態にそぐわなくなっていたことは十分考えられる。どちらにしてもこの事実は、江戸中期後半以降には「かし

く」は和文体に限定されようになり、準漢文体の「かしく」が一般的でなくなったことを示す傍証となろう。



- 61 -

（ ）ただし、中巻も「松」にちなんだ書名であることは疑いない。27

、（ ）本例文は「かしく」が二回出てくる。ここでの「かしく」は本文中であり、文末に置く「かしく」と若干意味が異なり28

一段目の折り返しを示す一種の記号である。このような「かしく」は一段目の末尾に続けて書かれる。すなわちここでは「花

のさく」に続けて「かしく」を書き、それから二段目の「心地」へと筆を運んでいるのである。このように「かしく」を複数

使用するのは、散らし書きの場合実際の文末が本文の左端にくるとは限らないため、第一段目の折り返し部分（文章左端の一

番下に位置する）に「かしく」を置いたものであろう。すなわち、文面上の実際の末尾のほかに、視覚的に見た場合の左端末

尾の意味合いから付けられるようになったものと考えられる。

（ ）ここの「まいらせ候」は、句切りが不適切であり、本来は前の「なかめ」に続けて書くべき一続きの文句である。後述29

するように、このような語句の句切りや墨継ぎは居初津奈を始め多くの書札礼で禁止されたものである。

（ 『 名歌辞典 （武田祐吉・土田知雄著 創拓社 一九九〇年）四二四頁。30） 』通解

（ 「有名な古歌を自分の文章に引きふまえて表現し、その箇所の情趣を深め広める表現技巧。また、その古歌。物語などに31）

多く見られる （広辞苑 。」 ）

（ ）本節で述べるように語源的には「かしこ」であるが、近世に入ってからは「かしく」が一般的になり、近代に及んで再32

び「かしこ」が使われるようになり今日に及んでいる。本書では連面体の字形を考慮して翻字することに努めたが、活字本

（翻刻）からの引用は活字本に従った。また、近世の刊本・写本は概ね「かしく」としたが、明らかに「かしこ」と読める場

合に限って「かしこ」と翻字した。

（ 「かしこ」の語源等は、真下三郎『書簡用語の研究 （昭和六〇年 渓水社）三八三頁以降に詳しい。33） 』

（ 『日本国語大辞典 （昭和五六年 小学館）一巻三五五頁。34） 』

（ 『日本随筆大成』第二期一六巻（昭和四九年 吉川弘文館）二八四頁。35）

（ ）前掲『書簡用語の研究』三八四～三八五頁。36

（ ）原本四七丁オ。前掲、平凡社・東洋文庫なら『貞丈雑記』第三巻六〇頁。ここでは原本により翻字。37

（ 『貞丈雑記』に載る『室町殿日記』からの引用は、この「れうかた」以下に約四〇字の省略がある。詳しくは、佐竹昭広38）

ほか編『室町殿日記 （京都大学国語国文資料叢書一六・一七 昭和五五年 臨川書店）上巻一五頁を参照。』

（ 『古事類苑』文学部一（昭和四二年 吉川弘文館 ＊明治三四年神宮司庁版の複刻）四四五頁。39）

（ ）前掲『書簡用語の研究』五四七頁。40

（ ）原本第三巻二六丁ウ。41

（ ）前掲『書簡用語の研究』三九五頁。42

（ ）中有 〔仏〕四有の一。衆生が死んで次の生を受けるまでの間。期間は一念の間から七日あるいは不定ともいうが、日本43 。

では四九日。この間、七日ごとに法事を行う。中陰 （広辞苑）。

（ ）なお、ここでの香奠は必ずしも金銭を意味するものではない。44

（ 『 女諸礼綾錦』三巻三冊本の下巻に所収（二巻二冊本には「女諸通用文章」はない 。45） ）新増

（ ）今日知られる板種には明暦板系統として、明暦三年松会板（外題『 新用文章 、明暦頃刊松会板異板、明暦頃刊異板46 江戸 』）

（少なくとも三種。うち一本の外題は『 新板用文章 、寛文六年秋田屋板（外題『新板用文章 、そして、これらを大幅かはり 』） 』）

に改めた改題本の江戸前期刊『 新用字尽』の七種、また寛文板系統として、頭書注釈付き村田屋板、頭書注釈付き異板（外新判

題『 新板用文章 、頭書絵抄付き村田屋板、頭書絵抄付き異板の四種が見られ、このほか明暦板系統の改題本として『筆得大字 』）

要文春秋袋 （江戸中期糸屋板 、また本書の影響を受けた用文章として正徳二年頃刊『万物用文章 、宝暦四年刊『新撰容文筆』 ） 』

玉往来』などが知られる。

（ ）この「義経含状」は寛文板系統では削除されたり 「国尽」と置き換えられたりした。47 、

（ ）前掲『書簡用語の研究』三八七頁には 「恐々かしく」の書止の例（毛利輝元書簡）が見える。48 、

（ 『 大阪出版書籍目録 （昭和一一年 大阪図書出版業組合）九頁によれば享保一七年一二月出願であり、この出願49） 』享保以後

年はほとんどの場合刊年を意味する。

（ ）用文章以外の往来物などでは「穴賢」の書止を置く例は見られるが、近世の用文章では極めて特殊である。50
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